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prologue. 導入前の課題・背景（プレ・ディベロップメント）
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ＳＤＧｓ宣言

2019年 大手旅行会社として初の「SDGs」宣言（2018年～社内ワーキング開始）

✓ 健やかで、不公平のない、豊かで活力のある生活を創ります。
✓ 私たちに恵みを与えてくれる自然とその美しい景観を守ります。
✓ 個々の文化への理解を促し、平和で公正な社会づくりに寄与、貢献します。



4

旅行でJRや航空を利用した往復の移動により排出されるCO₂を実質ゼロにするカーボン・オフセットプラグラム
「Carbon‐Zero（カーボン-ゼロ）」の販売。３５の都道府県の森林保全に関わる活動に由来するJクレジットと契約。

当社のサステナブルツーリズム推進事業（2020～2023）  事例①

脱炭素を推進する旅行商品の開発（カーボンオフセット）

Carbon-Zero
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当社のサステナブルツーリズム推進事業（2020～2025）  事例①

脱炭素を推進する旅行商品の開発（カーボンオフセット）

オフセット量を見える化する仕組み

訪問地オフセットモデル オフセット量（ｔ）
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当社のサステナブルツーリズム推進事業（2020～2023）  事例②

✓ 日  程：２０２１年１０月２３日(土)・２４日(日)
✓ 開催地：長野県（松本市・信濃町・須坂市・茅野市）
✓ 主   催：日本みどりのプロジェクト推進協議会

 Go Greenプロジェクトin長野実行委員会
✓ 協   賛：日産自動車株式会社

長野県の観光事業者、自治体、観光を学ぶ大学生と将来に
わたり必要な観光産業の在り方を考えるシンポジウムを開催。

シンポジウム 展示 エクスカーション

サステナブルツーリズムの推進（プログラム開発と普及啓発）
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当社のサステナブルツーリズム推進事業（2020～2023）  事例②

２０２２年熊本開催（熊本市、阿蘇市、人吉市、球磨村）

２０２３年三重開催（志摩市）
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2023年当時の課題感

大手旅行会社として
初めてのSDGs宣言

サステナブルツーリズム推進事業
（プログラム開発）

契約しているホテル様との取り組み、サス
テナビリティレポート発行等で徐々に浸透
してきているが、企業競争力の大幅な向上
にはつながっていない。

毎年シンポジウム型のプロジェクトを実施。
ネットワークは広がっているものの、実施
後の継続性に関しては課題が残る。※現地
受け入れ体制の整理
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Ⅰ. GREEN JOURNEYとは
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Statement
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GREEN JOURNEY：5つのポイント
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GREEN JOURNEY とは？

日産自動車株式会社と日本旅行が発起人となり、

「環境にやさしく、地域はうれしく、自分たちは とことん楽しい旅」
をスローガンに、CO²排出を抑え、地域の課題解決にもつながる新しい サステナブルな旅の形を推進する取組です。

サステナブルツーリズムを推進する地域が増えることが、日本が抱える社会・地域課題の解決に寄与すると考え、
この取組はスタートしました。

日産自動車日本旅行 EVのある新しいライフスタイルの提案行動変容につながる「旅」の提案

旅全体の包括的な体験設計と発信
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日本旅行より2024年9月～パッケージツアーも販売開始。まずは阿蘇・伊勢志摩から。

GREEN JOURNEY パッケージツアー
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Ⅱ. GREEN JOURNEY 実施しての成果
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成果①賛同企業
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成果②PR効果
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成果③旅行者の参加
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GREEN JOURNEYの旅行プランやスタンプラリーで取り上げる宿泊施設は、

以下の取り組み基準が既に実施できている、もしくは取り組みをすぐに進める意思があることが条件となる。

項目 GREEN JOURNEY 宿泊基準 サクラクオリティ番号

①宿泊施設の運営全般の対応

廃棄物 ✓ 廃棄物の量を測定し、削減する仕組みを設けている D2.4-92/95

雇用 ✓ 地域の雇用創出に貢献する方針としている B2-33/34

水 ✓ 消費水量を測定し、最小限に抑えられる取組をしている D1.4-76/78、D2.3-90/91

生物多様性（野生動物、家畜動物）
✓ 野生生物へ悪影響を及ぼさない措置をとり、飼育生物へは負荷のない環境

を整えている
D3.1-105、D3.4-120/123
D3.5-125/127/128/129/130

地域独自の文化をデザインや装飾、
食、店舗等に取り入れる

✓ デザインや装飾、食等に地域の自然や文化を取り入れている C3-56

お客様満足度（モニタリング） ✓ お客様からの意見を集約し、否定的な意見に対しては措置を講じている A5-139/140

②食のサステナビリティへの対応

購買方針 ✓ ホテルで使う食材や物品は地域内サプライヤーからの購入を基本としている B3-36、D1.1-61

③環境負荷の低い移動への対応

エネルギー
✓ 環境にやさしい移動手段で訪問できる／利用できる工夫をしている(EV充電

器の設置をしているなど)
D1.3-68

④サステナビリティを意識した観光の推進

地域の自然環境や文化 ✓ 地域の自然環境や文化に触れる体験を案内している A9-24、D3.3-117/118

⑤社内方針の策定・浸透

社内における方針の策定 ✓ 上記①～④の取組方針を策定し、社内で共有・働きかけを行っている A4-134

成果④ GREEN JOURNEY 宿泊施設基準
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成果⑤ GREEN JOURNEY

2025年09月13日更新

2025年で創業120周年を迎えるにあたり、将来的に実現を目指す宇宙旅行事業や、サステ
ナブルな旅行スタイル「GREEN JOURNEY」事業など、関係各社と協力して推進している。

https://news.tiiki.jp/articles/4942

＜評価ポイント＞
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Ⅲ. GREEN JOURNEY を進めていく上での課題と対策
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課題①旅行者の参加

「サステナブルツーリズム」は現在、インバウンド、教育旅行、企業研修の一部ではビジネス化
することができてきた。しかし、国内個人旅行ではまだビジネス化できていない。これは、サステ
ナブルツーリズムを実施しようとするとまだコストがかかり、「コスパ」「メリハリ」「節約」を意識す
る日本人にはなかなか浸透しない。

「GREEN JOURNEY」の販売実績 139名※2024年03月～2026年2月出発
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GREENJOURNEYから見えてきた希望

露出件数
広告換算数値

576件
11.1億円

テレビ 18件（1億円） ・ 紙面 36件（458万円） ・ WEB 523件（10.1億円）

主な露出メディア：ワールドビジネスサテライト、めざましテレビ、とくダネ、NHK、日経トレンディ

メディア露出件数

JNTOはサステナブルツーリズムを「訪問客、産業、環境、受け入れ地域の需要に適合しつつ、現在と未来の環境、社会文化、
経済への影響に十分配慮した観光」と定義しており、この観光を実現できている地域は「持続可能な街」として、全国の模範
事例となり様々な場面で紹介されている。また、その実現に向けてサポートしている企業は日本政府から好事例として表彰
され、多くのメディアから取り上げられ企業価値を高めている。このことから、サステナブルツーリズムを「体験を通した行動変容
ツール」としてとらえることができれば、新商品のプロモーション場としての提供が可能になる。サステナブルツーリズムをとしての新し
いビジネスを検討していきたい。

※自治体の皆様からの問い合わせ多数
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GREENJOURNEYから見えてきた希望

BtoBモデルでカタチをつくり

BtoBtoCモデルで市場を作り

BtoCモデルでスケール化を図る
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GREENJOURNEYから見えてきた希望

教育旅行は「探究学習」の素材を探して
おり、GREEN JOURNEYのコンテンツ
と合致する。
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Ⅳ. GREENJOURNEY for SCHOOL（カーボンオフセットモデル）
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GREEN JOURNEY for   SCHOOL とは

サステナブルツーリズムを通じて「地域課題解決」について学ぶプログラム

ターゲットは地域課題解決をテーマに探究活動を行う「高校」、「大学」
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GREEN JOURNEY for   SCHOOL について

脱炭素社会実現に向けて

参加者が、５つのポイントを整理

中学生・高校生のキャリア形成・大学進学につながるよう、社会課題解決や地域活性化をテーマに自分たちで「学びの旅」
を企画・実施し、その内容を広く発信することで「思考力・判断力・表現力」を養い、「主体性・多様性・協働性」を身に着
ける旅行商品。

＜移動＞ ＜食事＞ ＜宿泊＞ ＜体験＞ ＜学び＞

地域の伝統文化の継承・交流人口拡大と地域活性化

① 社会課題解決・地域活性
化の取組の発信

② 地域の魅力発信
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GREEN JOURNEY for   SCHOOL 実施事例

新潟県新発田市

有機農業を推進する新発田市での田植え体験や、温室効果ガス削減につながる「水稲栽培における中干し期間の延長」
を学ぶことで、農業におけるサステナビリティを学習するほか、クボタが推進する「農業のカーボンニュートラルについて」の講座や、
日産が推進する「電気自動車を活用した地域課題解決」の講座を行う。さらに新発田市の廃校を活用したシェアオフィス「キ
ネス天王」を会場として活用することで地域資源の再活用についても学ぶ。

田植え体験 持続可能な農業についてEVを活用した災害対策
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GREEN JOURNEY for   SCHOOL 実施事例

東京駅‐ ‐ ‐ （新幹線） ‐ ‐ ‐新潟駅＝＝＝(貸切バス）＝＝＝宿泊施設【1日目】

【２日目】 宿泊施設＝＝＝農業体験＝＝＝昼食（バーベキュー）＝＝＝城下町スタンプラリー＝＝＝宿泊施設

移動で排出したCO2のオフセット
新幹線、貸切バス

＜防災キャンププログラム＞

【３日目】 宿泊施設＝新発田市廃校活用施設＝昼食（お弁当）＝新潟駅‐ ‐ ‐ （新幹線）‐ ‐ ‐東京駅

ホテル清風苑

「環境をおもてなしにサステナブ
ルツーリズムの宿5つ星」

地域の食材を使っ
たお昼ごはん

①EV×防災を学ぶ「ブルースイッチ」と連携
した学びの提供

②クボタの脱炭素の取組を学ぶ体験学習

✓ オフセット型旅行の体験で環境配慮意識が高まる
✓ 地産地消を体験し、フードマイレージの意識を持つ
✓ 防災への意識が高まる
✓ 廃校の利活用の新たなモデルケースを知る

田植え（農業につ
いて学ぶ）
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GREEN JOURNEY for   SCHOOL 実施事例

クボタ様と新発田市様「水稲栽培における中干し期間の延長」で創出カーボンクレジットで、足立学園高等学校の校外学習
で排出したCO2をオフセットしました。
※0.5t分は新潟県南魚沼市市民生活部環境交通課のクレジットも活用

◆新幹線: 一人あたり1㎞移動するごとに排出するCO2は約18g

◆貸切バス: 一人あたり1㎞移動するごとに排出するCO2は約51g

※東京駅‐新潟駅 334㎞ 往復668ｋｍ

668㎞×18g＝12,042g

12,042g×340名＝4,094,280g 約4.1トン

※新発田市‐新潟駅 約40㎞ 往復80ｋｍ

80㎞×51g＝4,080g

4,080g×340名＝1,387,200g 約1.4トン

◆宿泊施設: 環境に配慮している宿泊施設（旅館）に宿泊した場合排出する一人あたりのCO2は15㎏

15㎏×340＝5,100㎏ 約5.1トン
※環境省推奨値

カーボンオフセットの取組

合計 10.5トン
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整理すると

連携パートナー：クボタ（農業×脱炭素）、日産（EV×エネルギーマネージメント）
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Ⅴ. エリア拡大に向けて
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●GREENJOURNEYforSCHOOL実施エリア

エリア拡大の想定

★
伊勢志摩

阿蘇★

●
★

●

横浜
(GREEN EXPO)

滋賀びわ湖

長崎県五島

福島県

●

富良野・美瑛

●新潟新発田

★GREENJOURNEY（個人旅行）実施エリア

●

● 栃木県宇都宮

●GREENJOURNEYforSCHOOL開発エリア（2026年度）

日本全国に「うれしい景色」を広げていく。
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Ⅵ. 継続に向けて
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異業種連携によるサステナブルな観光の仕組みづくり

移動のプロ × 旅のプロ × 地域のプロ × 脱炭素推進企業


	スライド 1
	スライド 2:  prologue. 導入前の課題・背景（プレ・ディベロップメント）
	スライド 3: ＳＤＧｓ宣言
	スライド 4: 当社のサステナブルツーリズム推進事業（2020～2023） 事例①
	スライド 5: 当社のサステナブルツーリズム推進事業（2020～2025） 事例①
	スライド 6: 当社のサステナブルツーリズム推進事業（2020～2023） 事例②
	スライド 7: 当社のサステナブルツーリズム推進事業（2020～2023） 事例②
	スライド 8: 2023年当時の課題感
	スライド 9: Ⅰ. GREEN JOURNEYとは
	スライド 10: Statement
	スライド 11: GREEN JOURNEY：5つのポイント
	スライド 12: GREEN JOURNEY とは？
	スライド 13: GREEN JOURNEY パッケージツアー
	スライド 14: Ⅱ. GREEN JOURNEY　実施しての成果　
	スライド 15: 成果①賛同企業
	スライド 16: 成果②PR効果
	スライド 17: 成果③旅行者の参加
	スライド 18
	スライド 19
	スライド 20: Ⅲ. GREEN JOURNEY　を進めていく上での課題と対策　
	スライド 21: 課題①旅行者の参加
	スライド 22: GREENJOURNEYから見えてきた希望
	スライド 23: GREENJOURNEYから見えてきた希望
	スライド 24: GREENJOURNEYから見えてきた希望
	スライド 25: Ⅳ. GREENJOURNEY for SCHOOL（カーボンオフセットモデル）
	スライド 26:  GREEN JOURNEY　for  SCHOOL　とは
	スライド 27:  GREEN JOURNEY　for  SCHOOL　について
	スライド 28: GREEN JOURNEY　for  SCHOOL　実施事例
	スライド 29: GREEN JOURNEY　for  SCHOOL　実施事例
	スライド 30:  GREEN JOURNEY　for  SCHOOL　実施事例
	スライド 31: 整理すると
	スライド 32: Ⅴ. エリア拡大に向けて
	スライド 33: エリア拡大の想定
	スライド 34: Ⅵ. 継続に向けて
	スライド 35: 異業種連携によるサステナブルな観光の仕組みづくり

